
特定非営利活動法人 加西市国際交流協会 会員規約 

 

第１条（規約の適用） 

 この会員規約（以下「規約」という）は、特定非営利活動法人加西市国際交流協会（以下「当法人」という）

と、特定非営利活動法人加西市国際交流協会の会員（以下「会員」という）との関係に適用され、当法人に

入会した時点で、本規約を承諾したものとみなす。 

第２条（会員及び入会） 

 会員とは当法人の正会員と賛助会員を指し、国際交流や多文化共生に関する当法人の事業に賛同い

ただける方で本規約を承認の上、入会申込書に必要事項を記入し当法人に提出した方をいう。 入会は、

入会申込に対して理事長がこれを承認したときに成立する。なお、正会員とはこの法人の目的に賛同して

入会した個人又は団体。賛助会員とはこの法人の目的に賛同し、賛助の意思を持つ個人又は団体。 

第３条（入会の審査及び拒否） 

 当法人は、入会申し込みを行った者が次のいずれかに該当すると判断した場合、入会可否を決定する

審査会に基づき決定する。なお、当法人への入会を承認しない場合がある。 

1. 過去（入会申し込みをした時点を含む）に本規約の違反等により、当法人の入会承認が取り消され、又

は処分とされた事がある場合。 

2. 入会申し込みの内容に虚偽の記載がある場合。 

3. 当法人の趣旨と目的を理解せず、当法人の活動への支援を継続できないと判断される場合。 

4. 当法人への入会・退会を繰り返し、変則的な会員活動を行った場合。 

5. その他、当法人が会員とする事を不適当と判断する場合。 

6. 過去に会費を滞納した履歴がある場合。 

7. 未成年者の入会申込みに関し、保護者の同意を得ていない場合。 

（申込者は申込時点で当会に対し、保護者の同意があることを保証するものとする。） 

当法人は、入会を承認した後でも、承認した会員が前項各号のいずれかに該当する事が判明した場合に

は、入会及び会員継続の撤回を行うことができるものとする。その場合、既に納入した会費等の返却は行

なわないものとする。 

第４条（会員特典） 

 会員は、次の各号の特典を受けることができるものとする。 

(1) 会員限定クーポンの発行（再発行は基本的に行なわないものとする） (2) 当法人が企画する事業・イ

ベントの先行案内 (3) ニュースレター送付（電子媒体） (4) 事業及びチケット等の会員優先・会員割引

価格での提供（対象外の行事もあります） (5)その他当法人が定める特典 



第５条（会費等） 

 会員は、入会時および次条に定める会員資格の有効期限の延長時に、次に定める年会費（以下「会費」

という）を当法人に支払うものとする。 

(1) 正会員 年会費 個人 2,000 円  団体 20,000 円  

(2) 賛助会員 年会費 個人 一口 1,000 円  団体 一口 10,000 円 

第６条（会員資格の有効期間） 

 会員資格の有効期限は、入会年度の次年度の 5 月末日とする。（例：入会日=平成 28 年 5 月 20 日 → 

有効期限=平成 29 年 5 月 31 日） 

入会後、会員資格は１年毎の更新によって継続することができる。有効期限満了の月の 10 日までに会

員から特に申し出がない限り、会員資格継続の意思があると見なし、自動更新となる。但し、当法人が更

新を認めない場合はその限りではない。 

第７条（会員の義務等） 

 入会後、会費納入の義務が発生する。 

（会員資格継続の意思があると見なされて自動更新された場合も同様） 

第８条（退会） 

 会員は当法人からの退会を希望する場合、有効期限満了月の 10 日までにメールまたは電話で退会の

意思を伝えるものとする。 但し、第 6 条の定めにより会員資格が１年毎の更新のため、年度の途中での

退会はできない。また、有効期限内に納めた会費は返納しないものとする。 

第９条（資格の喪失等） 

 会員が、次の各号に該当するに至ったとき、その資格を喪失する。 

1. 退会の意思を伝えたとき。 

2. 当法人に連絡なく継続して会費を滞納したとき。 

3. 本人が死亡、又は会員である団体が消滅したとき。 

4. 当法人の運営委員会に諮り、会員であることが不適切であると判断されたとき。 

第 10 条（事業内容の変更及び中止） 

 当法人の運営状況その他の予期せぬ事情により、会員に対し事前に何らの通知を行う事なく、当法人の

事業の全部又は一部の提供を変更又は、中止ができる事とする。当法人はその際、当法人からの郵便

物・メールおよび当法人のホームページ上の表示のいずれかにより事後に会員に対し通知を行うものとす

る。 



第 11 条（個人情報の取り扱い） 

 当法人は、会員の個人情報を厳重に管理する義務を負う。ただし、当法人は、裁判所や警察署の公的

機関から法律に基づく正式な照会を受けたとき、申し込み者の個人情報を開示する事がある。 

第 12 条（損害賠償） 

 会員は、当法人の利用に関し、自己の責に帰すべき事由により当法人又はその他の第三者に対して損

害を与えた場合、これを賠償する責任を負う事とする。 

第 13 条（免責） 

 当法人の使用に関し会員に生じた損害について当法人の責に帰する場合を除き、いかなる責任も負わ

ないものとする。 

第 14 条（規約の変更） 

 当法人は、会員に対し事前に何らの通知を行うことなく、本規約の内容を変更、追加、修正、削除するこ

とができる。当法人は、前項の場合、第 10 条に定める方法により事後に会員に対し通知を行うものとす

る。 

第 15 条（協議事項） 

 本規約に定めない事項又は、本規約の解釈について疑問が生じた場合、会員および当法人は双方誠

意を持って協議の上これを解決するものとする。 

第 16 条（代金の支払い） 

 会員は、当法人が指定する支払い方法及び支払い期日に従い、事業等会員特典による参加料及び商

品等購入に伴う代金の入金を行うものとする。当法人は、支払日に会員の事業等における代金の入金が

確認できない場合、当該事業等に対する申し込みを無効にする場合もある。 

附則 

１ この規約は、2018 年 4 月 1 日から施行する。 

 


